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鳥取県とＡＮＡあきんど株式会社との観光振興及び地域創生に関する業務連携協定締結について 

 
令和４年６月１７日 

観 光 戦 略 課 

 

令和４年６月３日に、ＡＮＡあきんど株式会社と観光振興及び地域創生に関する業務連携協定を締結しました。 

今回の協定を機にＡＮＡグループとの協力関係をさらに深め、観光振興や地域創生の取組により、鳥取砂丘コナン

空港、米子鬼太郎空港の利用促進を図ります。 

 

１ 締結式の概要 

（１）日時 ６月３日（金）午前10時 10分～30分 

（２）場所 都道府県会館４階４１０会議室（東京都千代田区平河町2-6-3） 

（３）締結者  鳥取県 平井知事 

          ＡＮＡあきんど株式会社 代表取締役社長 菅谷 とも子（すがや ともこ） 

（４）連携する内容   

   ・航空路線を活用した観光振興 

   ・国内外に向けた観光プロモーション、ツアー販売 

   ・データを活用した観光マーケティング 

   ・移住促進・交流人口拡大 等 

 

２ 今後ＡＮＡあきんど（株）と実施する取組（主なもの） 

・共同観光プロモーション（うっとり鳥取キャンペーン）の実施 

・ＡＮＡ株主向けツアーなど航空路線を活用したツアー造成  

・ＡＮＡ公式YouTube チャンネルなどを活用した観光誘客 

・ＡＮＡマイレージクラブ会員向けの誘客プロモーション 

・ＡＮＡの現役客室乗務員等を「とっとり翼の大使」に任命し本県の魅力を発信 

・本県に移住したＡＮＡ職員を「とっとりへウェルカニアンバサダー」に任命し本県の魅力を発信 
 

（参考）ANA あきんど株式会社の概要 

本社所在地 東京都中央区日本橋2-14-1 

設立 2021年 4月 1日（資本金１億円） 

代表者 代表取締役社長 菅谷 とも子 

社員数・支店数 747 名（2022年 4月現在）・33支店 ※鳥取県は山陰支店（米子市）の管轄。 

事業内容 ＡＮＡグループが行う国内外の航空ネットワークや顧客基盤を生かした航空事

業のうち、航空セールス事業（航空券の販売等）及び地域創生事業（地域の資

源を活用した商品開発・販売、国内外からの誘客促進の提案・支援等）を担う。 
    
   （締結式の写真） 
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ウクライナ避難民の支援について 

 令和４年６月１７日 
                                    交 流 推 進 課 

 

ウクライナ避難民ユリア・メドベージェワ氏が６月９日に来県、１３日に知事を表敬訪問されま 

した。（本県では初のウクライナ避難民受入れ） 

今後は、公立鳥取環境大学において、ハルキウ市で得た研究データ等をもとに、都市土壌の農業

利用に関する研究を継続される予定であり、県では関係機関と連携して支援を継続していきます。 

 

１ 今回受け入れた者 

（１）氏   名 ユリア・メドベージェワ（Yuliia Medvedieva） 

（２）年齢・性別 ２７歳・女性 

（３）所   属 ハルキウ市内の研究所 博士課程学生 

（４）希 望 内 容 都市土壌の農業利用に関する研究継続 

２ 公立鳥取環境大学の受入体制 

 ・外国人研究者として受け入れ、指導教員のもとで研究を継続する環境を提供する。 

・県内の多様な土壌や農業等、鳥取の理解が深まるプログラムを実施予定。 

  〔指導教員〕 環境学部 角野貴信（かどの あつのぶ）准教授／博士（農学）   

 
３ 受入者のコメント 
（９日鳥取空港到着時） 

・ハルキウは絶え間なく攻撃を受け、住居や病院が破壊され、戦闘機が自分の上を飛んでいた。

インフラも機能していない。私の家では壁やシャンデリアが揺れ、窓が全て壊された。この戦

争が早く終わることを願っている。 

・私の研究所は現在使用できないため、論文を完成することができない。鳥取で角野先生のもと

研究を継続できることになり、環境大学や自治体の皆様の厚いサポートに感謝している。ハル

キウで得た知見やデータを使って、都市土壌の農業利用について研究を続けていきたい。 

（１３日知事表敬時） 
 ・環境大学をはじめ、鳥取県、鳥取市、鳥取県国際交流財団の手厚い支援に感謝申し上げる。 

 ・1年間鳥取で研究をがんばり、1年後にはウクライナの安全なところに帰り、博士課程をウクラ

イナで修了したい。これをきっかけに日本とウクライナの間での共同研究等、連携が生まれる

ことを願う。 
 
４ 県による支援内容 

住宅支援、生活支援金の支給、在留資格変更、県内在住外国人による生活面のサポート、 

言語の支援（通訳・翻訳、携帯通訳機提供） 

 
５ 今後の対応 

  本人の意向を確認しながら関係機関と連携し、ワーキンググループ等で調整しながら日本語学

習支援や健康相談など必要に応じて支援を行っていく。 
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